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貴
重
な

一
票
を
行
使
し
よ
う

―
不
在
者
投
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は
３０
日
か
ら
１０
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村
で
は
、
皆
さ
ん
の
生
活

を
よ
り
良
く
す
る
た
め
に
、

種

々
事
業
を
実
施
し
て
い
ま

す
が
、
昭
和
４６
年
度
よ
り
地

籍
調
査
事

業
を
実
施

し
ま

す
。次
に
、
こ
の
調
査
の
内
容

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

日 保 吉田良雄さんら45人

な
い
よ
う
手
し
て
下
さ
い
。　
　
　
右
い
ず
れ
も
午
前
九
時
か
ら

成
田
清
司

（脇
元
）

△
三
月
二
十
九
日
　
太
田
地

午
後
三
時
ま
，で
。

区

（生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
）
　
　
　
（
十
三
、
脇
元
地
区
で
ま
だ
　
◇

一
ヵ
年
優
良
家
庭

・
遠
山

△
三
月
三
十
日
…
相
内
、
桂

交
付
を
受
け
て
い
な
い
方
は
、　
章
、
三
重
貢
、
三
浦
モ
ト
、
三

川
地
‐区
‐
（段
陽
陰
嗜
障
ド
‐
‐
に
ド
椰
い
ド
ド
ド
は
い
卜
‐ 。
）
　

浦
直
作
、
越
野
与
三
郎
、
山
田

村
で
は
、
こ
の
ほ
ど
四
十
五

て
っ
、
岩
間
定
五
郎
、
外
崎
竜

年
年
国
民
健
康
優
良
家
庭
を
表

順
、
沢
田
勝
則
、
三
浦
与
八
郎

”】凛̈
テ̈」胸肝勧年‐こ駅
． し林』「」］［｝「『呻
・

国
民
健

葛
西
幹
雄
、

内
に
完
納
す
る
な
ど
、

康
保
険
思
想
の
向
上
に
努
力
さ

昇
、
櫛
引
覚
蔵
、
佐
藤
佐
市
郎

れ
た
家
庭
を
表
彰
し
た
も
の
で

一二
浦
昭
治
、
葛
西
兼
代
志
、
葛

す
。

西
磯
古
、
太
田
や
よ
、
山
田
清

◇
三
カ
年
優
良
家
庭

・占
田

作
、
奈
良
嘉
市
郎

（脇
元
）
豊

良
雄

（相
内
）
成
田
く
に

（脇

島
粕
太
郎
、
中
村
与
三
郎
、
小

元
）
福
井
リ

エ

（
十
三
）
　

　

山
重
古
、
秋
月
忠
蔵
、
有
馬

マ

キ
、
奈
良
滝
雄
、
梶
浦

マ
サ
ヨ
　
′

◇
ニ
カ
年
優
良
家
庭

・
吉
田

坂
井
健
三
郎
、
亀
田
代
三
助
、
　

〓

古
美
、
佐
藤

ミ
サ
オ

（相
内
）

本
荘
珍
雄
、
相
坂
玉
刀

（
十
三
　
．

富
坂
八
太
郎
、
竹
谷
石
太
郎
、
　
）

調
査
）
こ
の
調
査
は
登
記
晰
の
，

記
簿
と
字
限
図
の
写
し
を
作

り
、

二
れ
を
現
地
生
照
ら
Ｌ

合
わ
せ
、
筆
毎
の
上
地
ｉ■
つ

」
イ
．、
そ
の
所
行
者
、
地
番

地
ｈ
、
及
び
境
界
を
調
査
す

も

も
つ
イｒ千

．
あ
な
た
の
上

地
わ
境
の
ｔ
な
曲
げ
角
に
時

ハ
い
地
上
の
方
と
よ
‥
相
談

―
´́
．
一
日
な
の
地
晰
は
二
ｉ

ｆ
´
．た
」

ｌ
‐、
，ヽ
こ
ル
一十
二
不

十
ｔ
‐、
を
打

っ
て
頂
き
ま
十

１
の
調
査
は
、

日
分
の
上
地

メ‐′
確
認
し
´
、
，りら
う
ｔ
ゆ
´
・

十

ｔぅ
で
、
境
界

，こ接
す
る
土

地
籍
調
査
事
業
が
始
ま
り
ま
す

―
四
十
六
年
度
は
十
三
地
区
―

地
の
所
付
者
、
関
係
者
に
立

会

い
し
て
も
ら
い
ま
す
。

③
、
そ
れ
か
ら

一
筆
い
」
と

に
境
界
と
面
積
を
正
し
く
測

量
し
ま
す
。

（
細
部
測
量
）

以
上
の
準
備
が
終
り
ま
す

と
、
測
量
技
師
が
平
板

で
皆

さ
ん
の
地
所
や
道
路
な
ど
を

細
か
く
測
量
し
て
、
地
国
を

作
り
ま
す
。
測
量
は
皆
さ
ん

が
自
分
の
土
地
の
境
界

に
立

て
た
く
い
に
よ
っ
て
行
わ
れ

ま
す
か
ら
、
そ
の
く
い
を
抜

‐、
た
り
、
倒
し
た
り
し
な
い

ょ
う
お
互
い
に
注
意
し
ま
し

は
正
し
く
書
き
か
え
ら
れ
ま

す
。

地

籍

調

査
事

業
計

画

地
籍
調
査
事
業
計
画
は
昭
和

４５
年
度
現
在
で
、
県
内
で
は

４０
市
町
村
が
地
籍
調
査
事
業

を
実
施
中
で
、
完
了
し
た
と

で
き
ま
十
か
ら
ぜ
ひ
済
ま
せ

て
お
い
て
下
さ
い
。

①
山
林
、
原
野
な
ど
で
雑

木
の
密
生
し
て
い
る
境
界
線

は
、
早
日
に
刈
り
払
い
し
、

境
界
を
明
ら
か
に
し
ま
し
よ

②
売
買
や
贈
与
な
ど
で
、

登
記
の
済
ん
で
い
な

い
も
の

は
、
直
ち
に
手
続
き
を
し
ま

０
農
道
や
水
路
で
幅
員
が

一
定
し
て
い
な
い
も
の
は
、

関
係
者
で
話
し
合

っ
て
、
現

地
の
必
要
な
箇
所
に
巾
く
い

を
立
て
ま
し
よ
う
乃

△
私
付
地
か
道
路
な
ど
―■

使
わ
れ
て
い
ろ
が
、
ま
だ
経

な
る

´
く
早
Ｈ
に
争
記
を
す

ま
十
ろ
よ
う
に
し
て
下

Ｊ
い

い
、
出
稼
ぎ
な
き
る
方
は

出
か
せ
ぎ
前

」́
舞
地
の
方
と

よ
く
相
談
し
´
）、
境
界
を
は

ム
、
自
分
の
土
地
の
境
界

巾
四
七
ソ
手
ピ
ー

ー
ル
、
厚

―

一
七
／
手
マ
ー
ト
ル
、
長

卜
四
十
五
セ
ン
チ
く
―
ト
ル

程
け
の
も
の
で
、
上
々
な
く

塗

っ
・́
．お
い
て
下

Ｆ
‐、
。

た
お
、
昭
和
４６
年
度
地
籍

調
た
Ｉ
ｔ
め
――
程
ｔ
ビ
ニ
つ

´
．
，
―
、
四
――

一́
関
係
κ

一́

●
知

“
一
し
ま
十
っ

健康優良家庭表彰会場
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長
い
冬
か
ら
解
放
さ
れ
、
人

と
車
の
う
ご
き
が
い
ち
だ
ん
と

活
発
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
例

年
、
交
通
事
故
が
い
ち
じ
る
し

く
増
加
す
る
の
も
こ
の
季
節
で

す
。新
入
学

バ
所
）
児
童
は
、
こ

れ
ま
で
の
家
庭
中
心
、
保
護
者

の
常
時
保
護
の
生
活
か
ら
離
れ

“彗
縄
嚇
器

“慨づ珈』交っ肛韓雌けわ】ｒ

す

す
い
危
険
な
時
期
と
い
う
こ
と

い
一
い
力ヽこき
峰
”
″
畔
期
竃
毅
離
輛
・

場
次ヽ自
『
導
“
曜
漱
議
阻
ざ
住
訳
部

新
入
学
児
童
を

持

つ
家
庭

ヘ

○
登
校
時
は
、
時
間
に
十
分

余
ゆ
う
を
も

っ
て
送
り
だ

す
。
と
く
に
忘
れ
も
の
の

一』

大

の

登

録

。
狂

犬

　

昨
年
十
月

一
日
なヵ、
喝
ｒ
晰
Ⅷ
「

　

軽

自

動

車

の

諸

病

予

防

注
射

日
程

　

作
州
い
臨
は
標‐こ
碑
晰
諄
げ
醸
蝶

　

届

け

を

早

目

に

次
の
と
お
り
行
な
い
ま
す
か

委
員
会
で
定
め

』ざ
くヵ、磁
』げ疑
ける
よう
に
騰討獅ゲ議警
ｔヽし会“斜
［”押
科一̈
〕｝［韓瑯”［［̈

な
お
当
日
は
、
登
録
料
三
百

料
の
改
定
に
つ

刷
だ
雌
酬
獣
」
百
六
十
日
持
参
こ
桂
作‐こ
漱
脚
晴
』
”
ｒ
諜
振
報
嚇
奮
切
継
りへと“
ｒ
¨
凛
〕
に、とず榔

▽
四
月

一
日
＝
午
前
十
時
か

会
の
諮
間
に
対

ら
十

一
時
ま
で

（
大
田
小

審
議
を
重
ね
委
員
会

に
答
中
す

ん
、

こ
の
届
け
出
を
し
な
い
方

学
校
前
）
　
　
　

　
　
　

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。　
　
　
　
が
日
立

っ
て
増
え
て
お
り
ま
す

▽
四
月

一
日
＝
正
午
か
ら
午

　

こ
の
ほ
ど
開
か
れ
た
委
員
会

の
で
、
今
月
末
ま
で
に
か
な
ら

後
三
時
ま
で

（
役
場
前
）

で
は
、
小
作
料
協
議
会
の
答
申

ず
届
け
出
る
よ
う
に
し
て
く
だ

▽
四
月
二
日
＝
年
前
十

一
時

に
よ
っ
て
標
準
小
作
料
を
次
の

さ
い
。

か
ら
正
午
ま
で

（
脇
元
公

と
お
り
決
め
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
な
お
、
後
日
に
調
査
に
う
か

民
館
前
）
　

　

　

　

　

　

（普
通
田
＝
１０
７
１
ル
当
り
）

が
う
予
定
で
す
。

転
を
す
る
。　
　
　
　
　
　
　
児
童
や
幼
児
が
通
学

（所
）
　

よ
く
聞
く
こ
と
で
す
が
エ
プ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
）
有
馬
弘
樹

（十
三
小
）

一̈一一̈機膠一通にもヵ、と̈一̈一一製中制一一一一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　”「］馴岬『醐̈一“

に
子

電
能
陣
け
れ
】
ば
」
０
ピ
罐
凛

て
い
難
わ
郡
ω
“
¨
】
】
』
【
　
△
三
級
＝
三
浦
純
子
、
三
浦

‐
」
型
嘲
』
串
］
一
一

（
Ｔ
Ｐ
小
　
螂
八（
泰
”
‐‐三（一
い
い
一
「
『
［

う
か

ど
も
を
見
た
と
き
は
、
ひ
と
声

う
る
知
識
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。　
妙
子
、
佐
々
木
絹
子
、
佐
藤
尋

）
鳴
海
栄
利
子

（
金
木
高
分
校

子
、
三
和
武
人
、
三
和
善
之

（

な
い
よ
う
、
よ
く
注
意
し
　
　
確
認
す
る
こ
と
。　
　
　
　
か
け
て
注
意
し
、
み
ん
な
の
力

そ
の
た
め
の
正
し
い
方
法
を
身

美

（
相
小
）
　
　
　
　
　
　
　
）
武
田
友
子

（大
田
小
）
櫛
引

相
小
）
丸
山
静
、
奈
良
豊
、
奈

。
“
警
“
ｒ
」
にヵ、
厳
し、な
ゼ
れ
　
一
け
や
特
い

わ
』
嚇
】
一
　

“
好
て
も
の
安
全
を
守
り
ま
し

晰
口
鋤
唯
瑚
髪
「
に
開
く
ょ
う
　

△
四
級
＝
三
和
護
ヽ
三
和
勉

富
美
子

助
産
婦
さ
ん

小
田
桐
美
子

（
相
小
）
大
江
蘭

洋
美

（ 、
山
田
美
穂
子
、
葛
西

良
裕
中
、
青
山
美
子

（大
田
小

ち
で
登
校
さ
せ
る
こ
と
の
　
　
　
階
Ｈ
ば
に
階
に
け
に
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぃ
Ｆ
教
轍
一
嘔
哺
導
員
と
い
う

子
、
角
谷
雅
子

（
金
木
高
分
校

　
△
六
脇
元
小
）
　
　
　
　
　
）
浜
Ｈ
幹
子
、
豊
島
洋
子
、
相

ｒ
て
個
人
個
人

）
大
江
栄
子

（市
浦
中
）
宮
崎

敦
子

（脚
劃
謙
押
帥
一
カヽ 、
「

（
り‐‐

川
柾
昭

（十
三
″

に
親
切
に
数
え
て
く
れ
ま
す
。　
龍
子

（
十
三
小
）
　
　
　
　
　
大
田
小
）
俵
谷
万
里
子

（脇
元

な
い
よ
う
に
す
る
。

○暖力ヽ下は昨略れは、ｒ謙
　
正
し
い
家
族
計
画
を
進
め
る
た
め
　
保購牌殺場彙
疑
れば”協
Ｆ
封
摂
燿
幅
、
銀
司
劇
劉
瓢
ぶ
黙
台
組
蔭
要
祭
バ
い
ぶ
曝
―

ヽ
‥
―
′
・〓
　

　

新
岡
　
文
子

（
十
三
）

に
か
け
出

し
た
り
、

ふ
さ

　

　

．
コ

ー
‥
、

ｃ
‥
１
１
１
‥
―

―

‘
，

け雄］」独舞“Ｆ殖嘲　　
Ｆ〓時
期響を
理デん
で主王
おＹ田
由‐卜江
‐　
　
コけ７すんで相談してくだ
が競計一はい、酔赫］̈
嘔
螂静沢融一
｛毒却一華轟
　
中『野一一の（（一一け）

り
等
を
う

っ
た
え
た
・

め
り
、
で
き
る
だ
け
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
す
。

ほ
避
け
ま
し
ょ
う
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
ヽヽ
ヽヽ
ヽヽ

、ヽヽ
、、、、、、ミ
ミ
　
　
米
谷
　
美
紀

（
相
内
）
晴
蔵

　

石
沢
　
信
穂

（
脇
元
）

‐
鍵
嚢
‐
ｈ
ρ
白轟
駆
専
醐

″（日串］繰「響螂』一一嗜たへし””瑯̈［制椰い】一̈一いい一　̈［．． 褻̈． 一，一̈九族（七徊｝̈中の敗一体他（．の　　　　　　　　　　　　　　っ　　　　　ゎせに　　　　　　　　　け一す

駐
在
の
島
谷
保
健
婦
　
（十

一
人
、
三
二
・
三
％
）
　
　
　
お
め
で
と
う
こ

″中】̈”一一（韓曇つ一脚『̈動̈̈
］申脚」〕】師”一̈一̈た・絶こ̈̈
一　一一̈一一一̈一驀はか抑̈　一一一一」

○̈̈一一一̈攀一け一一̈̈一̈̈一̈一もて分の一̈̈
『̈一轟期一どけ一一一榊（・足由一　一̈一̈一一̈一̈一カヽ‐‐らい̈華一一一̈̈）正弘

　

鈴
木
　
敦
子

（
根
室
）
　

　

　

一二
上
さ
く
ら

（脇
元
）
８‐
才

）
光
秋

　

荒
関
　
剛
清

（
金
木
）
　

　

　

亀
田
　
幸
則

（
十
三
）
○
才

）
四
郎

　

成
田
　
伸
子

（脇
元
）
　

　

　

成
田
　
き
み

（
脇
元
）
５５
才

一一一一　一̈
す婦̈
一̈
中｝）　　哺却　け】
一働動一７４４５″

一
　
　
　
　
　
¨
¨
一

う の 思ヵ、家
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

一
郎

　

町
田
　
節
子

（
鹿
児
島
）
　

　

沢
田
　
常
三

（
相
内
）
６５
才

一）
直
次

　

成
田
　
敏
明

（
脇
元
）
　

　

　

宮
崎
　
ツ
ヱ

（
十
三
）
７‐
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